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計画の概要 

●計画策定の趣旨● 

近年、核家族化の進展や地域のつながりの希薄化、共働き家庭の増加等、子育て世代を取り巻く環

境の変化によって、子育て世代に子育ての負担や不安、孤立感が高まっており、子どもの育ちと子育

てを、社会全体で支援していくことが求められています。 

国においては、平成２４年には、認定こども園、幼稚園、保育所を通じた共通の新たな給付や、認

定こども園法の改善などを盛り込んだ「子ども・子育て関連３法」を制定しました。 

本市では、こうした「子ども・子育て関連３法」の趣旨を踏まえ、すべての子どもが父母や地域の

愛情に包まれて健やかに成長できることを目指して、平成２７年３月に「（第１期）子ども・子育て

支援事業計画」を策定し、様々な子育て支援の取り組みを行ってきました。 

その後も、待機児童の解消を目指す「子育て安心プラン」の前倒しや幼児教育・保育の無償化等、

子育て支援対策を加速化しており、県、市町村、地域社会が一体となって更なる子育て支援に取り組

むことが求められています。 

こうした流れを踏まえ、現計画が終期を迎えることを機に、本市の子育て環境の向上に向けて、こ

れまで取り組んできた施策を引き継ぎ、さらに推進・発展させるため「第２期三沢市子ども・子育て

支援事業計画」を策定しました。 

●計画の位置づけ● 

本計画は、子ども・子育て支援法第 61 条第１項に基づく、市町村事業計画です。国より示

された「子ども・子育て支援法に基づく子ども・子育て支援事業計画の基本指針」に基づき、

本市が取り組むべき方策と達成しようとする目標や実施時期を明らかにするものです。 

また、本計画の策定については、「第二次三沢市総合振興計画」をはじめ「三沢市地域福祉計

画」、「三沢市第３期障がい者計画・第５期障害福祉計画」などの関連する他の分野別計画との

整合性を図りながら策定しています。 

●計画の機関● 

本計画は、令和 2 年度から令和 6 年度までを１期とした 5 年間の計画です。 

 

 

 

概要版 
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子連れでも出かけやすく楽しめる場所を増やしてほしい

保育所（園）や幼稚園にかかる費用を軽減してほしい

夜間や緊急時などの医療体制を充実してほしい

誰でも気軽に利用できる保育サービスがほしい

残業時間の短縮や休暇の取得促進など、企業に対して職場

環境の改善を働きかけてほしい

児童館・児童センターを増やしてほしい

子育てに困ったときに相談したり、情報が得られる場所を

つくってほしい

保育所（園）や幼稚園での給食費を軽減してほしい

子育てについて学べる機会をつくってほしい

公営住宅での多子世帯の優先入居や広い部屋の割り当てな

ど、住宅面での配慮をしてほしい

保育所（園）を増やしてほしい

幼稚園を増やしてほしい

その他

特にない

無回答

（回答者：513人）

三沢市の子ども・子育ての現状 

 

●人口の推移● 
 

三沢市の人口は減少傾向で推移

しており、平成３１年３月末日現

在の人口は、39,637 人となって

います。 

６５歳以上の高齢者人口は、増

加傾向で推移し、15 歳未満の年少

人口は、総人口と同様に減少傾向

となっています。 

 

●出生・死亡の推移● 
 

出生数の推移を見ると、平成 28

年以降、減少し死亡数が出生数を

上回り、自然動態はマイナスで推

移し、平成 30 年はマイナス 86

人となっています。 

 

 

 

 

 

●アンケート調査● 

保護者の就労状況や子育ての実情、教育・保育や子育て支援に関するニーズを把握し、各事

業のニーズ量の算出をはじめ、得られた調査結果を計画に反映させることを目的として、就学

前児童と小学生のいる世帯を対象にアンケート調査を実施しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アンケート調査結果では、子育て支援

について特に期待することについては、

就学前児童、小学生ともに、「子連れでも

出かけやすく楽しめる場所を増やしてほ

しい」が最も多くの回答を集めました。前

回行ったニーズ調査でも同様の結果であ

ったことから、平成３１年の４月に三沢

キッズセンター「そらいえ」を子どもの遊

び場の確保や子育て支援の拠点として開

設しています。 

その他では、「夜間や緊急時などの医療

体制を充実してほしい」の回答も多くあ

ることから、緊急時の小児医療や病児・病

後児保育の充実に努めます。 

 

区 分 配布数 有効回答数 有効回答率 

(１)就学前児童調査 1,000 件 513 件 51.3% 

(２)小学校児童調査 1,000 件 533 件 53.3% 

●市の子育て支援について特に期待すること（就学前児童） 

アンケートなどから見える今後の課題 
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子どもや親が本来持っている育つ力・育てる力を支える環境づくりをめざす 

子育てを重荷に感じることなく、喜びをもってできる環境づくりをめざす 

将来に向かって夢や希望がもてる子育ち・子育て環境づくりをめざす 

●１号認定：３～５歳     

幼稚園・認定こども園 

●２号認定：３～５歳     

保育所・認定こども園 

●３号認定：０歳、１・２歳  

保育所・認定こども園 

+地域型保育 
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３号

（０歳）

３号

（1・2歳）
１号 ２号

３号
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３号

（1・2歳）
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230 - - - 230 - - - 230 - - -

- 26 9 25 - 26 9 25 - 26 9 25

- - 5 14 - - 5 14 - - 5 14

令和３年度 令和４年度令和２年度

特定教育・保育施設

新制度未移行の幼稚園

認可外保育

特定地域型保育事業

量の見込み

確保の

内容

１号 ２号
３号

（０歳）

３号

（1・2歳）
１号 ２号

３号

（０歳）

３号

（1・2歳）

400 499 169 423 386 482 168 418

436 712 166 418 436 712 166 418

230 - - - 230 - - -

- 26 9 25 - 26 9 25

- - 5 14 - - 5 14

令和６年度

認可外保育

特定地域型保育事業

令和５年度

特定教育・保育施設

量の見込み

新制度未移行の幼稚園確保の

内容

 

計画の基本理念 
 

●基本理念● 
 

 

 

 

 

 

 
次代を担う子どもたちが、明るく、のびのびと、笑顔のあふれる子どもに育ち、さらには、

地域社会全体もそれぞれの役割で子育てに参加しながら、ともに子どもの成長の喜びを分

かち合えるまちになることを目指し、平成 27 年３月に策定した「第 1 期子ども・子育て

支援事業家計画」において、 
 

「子どもや親が本来持っている育つ力・育てる力を支える環境づくりをめざす」 

「子育てを重荷に感じることなく、喜びをもってできる環境づくりをめざす」 

「将来に向かって夢や希望がもてる子育ち・子育て環境づくりをめざす」 
   

を基本理念として掲げ、計画を推進してきました。 

この考え方は、本市における子どもの育ちや子育てを支援・応援するうえで、変わらない

ものであると捉え、第 2 期計画においても、第１期計画を引き継ぎ、更なる計画の推進に

取り組みます。 
 

子ども子育て支援事業計画 
 

●子ども・子育て事業量の見込み● 
 

◆教育・保育の量の見込みと確保の方策 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

●特定教育・保育施設：幼稚園・保育所、認定こども園 

●特定地域型保育事業：・小規模保育（定員 6～19 人） 

・家庭的保育（定員 5 人以下） 

・居宅訪問型保育 

・事業所、院内保育所（事業所の従業員の子どもに加えて、 

地域の保育を必要とする子どもの保育を実施するものに限る） 

●認可外保育：その他の認可外施設、事業所、院内保育所（従業員子ども専用） 

●新制度未移行の幼稚園：私学助成の幼稚園 

（子ども子育て支援制度以前の制度の継続を希望する園） 
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基本理念 基本的な視点

１．子どもの視点

２．次代の親づくりという視点

３．サービスを利用する側に立った視点

４．社会全体による支援の視点

５．仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）実現の視点

６．すべての子どもと家庭への支援の視点

７．地域における社会資源の効果的な活用の視点

８．サービスの質の視点

９．地域特性の視点

基本目標

１．地域における子育て

の支援

2．子どもの心身の健や

かな成長に資する教

育環境の整備

3．母親と子どもの健康

の確保と増進

4．職業生活と家庭生活

との両立の推進

5．子育てを支援する生

活環境の整備

① 地域における子育てサービスの充実

② 保育サービスの充実

③ 子育て支援ネットワークづくり

④ 子どもの健全育成

⑤ 地域における人材育成

⑥ 経済的負担の軽減

① 次代の親の育成

② 生きる力の育成に向けた学校教育環境の整備

③ 地域の教育力の向上

④ 子どもを取り巻く有害環境対策の推進

① 切れ目ない妊産婦・乳幼児への保育対策

② 学童期・思春期から成人期に向けた保健対策の充実

③ 「食育」の推進

④ 子どもの健やかな成長を見守り育む地域づくり

⑤ 小児医療の充実

① 仕事と生活の調和の実現のための働き方の見直し

② 仕事と子育ての両立のための基盤整備

① 良質な住宅の確保

② 良質な居住環境の整備

６．子どもの安全の

確保

① 子どもの交通安全を確保するための活動の推進

② 子どもを犯罪等の被害から守るための活動の推進

③ 被害に遭った子どもの保護の推進

7．要保護児童への取り

組みの推進

① 児童虐待防止対策の充実

② 母子家庭及び父子家庭の自立支援の推進

③ 障がい児対策の充実

8．妊娠・出産・育児の

切れ目ない支援の推進
① 妊娠・出産・育児に関する意識啓発

計画の体系 
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